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農業技術の 展開 と植物保護 の 課題

水稲栽培 を中心 と して

近　内　誠 　登

（平成 rl年 5 月 20 日受理）

Development　of 　Agriculture　Technique　in　Japan　and 　Course　of
　　　　　　　　　　　　　　　Plant　Protection

Makoto　KONNAl

　農業の 本質は，高等植物の 光合成 を利用 して，太 陽 エ ネ

ル ギ
ー

を化学エ ネ ル ギーに転換 し，有機物の 形 で地球上 に

蓄積する技術 で ある．こ の プ ロ セ ス を非生物的手段 に よ っ

て 工 業的規模で実現する こ とは到底不可能で ある。つ まり，

人類が地 球上に その 棲家を求める限 り， その 存続を永遠に

農業 に依存する以外に道は ない ．

　農産物の安定増収は人類の 永遠の 課題 で あ り，その た め

の 技術創出が 行われ て きた し，今後更な る展開 が期待 され

る．

　工 業 に おけ る 技術 の 展開は 人類の 欲望 を越 えた利便性 の

追求を求め，どこ まで も螺旋階段 をの ぼ り続け ， その行き

っ く先は破壊 と終末 と い う側面 をもっ て い る．

　農業に お け る技術と は何 か，それは人間が 生 きて い くた

め の 本源的な営 み で あ り， その 営み が 地球上 の 不安定な環

境条件 に お い て すすめ られ て お り，理 論 を越え た 不可抗力

の 現象と対1時しなが ら限られ た範囲で技術創製が行わ れ て

きた．

　農業生産 を高め る技術 は， 洋の 東西を とわず， また時代

を越えて取組まれて きた．昨今，わ が 国の 飽食事情は ， 現

在の 農業先進技術 が一
朝に して 成立した か の よ うな錯覚に

と らわれ，農業軽視 の 傾向 に あ る が，農耕文化が 形成 され

て今 日 ま で，そ の 生産性 の 安定向上 に 心血 を注 い だ技術の

開発とその 蓄積 を忘れてはならな い ．

　現在 の 地球規模 で の 問題，すな わ ち年間 1億人に 及ぶ 激

増する 人 口，年間600 万 ha に 及ぶ農地 の 喪失 ， 農耕地拡大

の 限界など悲観材料 の 多い 食糧未来に対処 する手段 は，土

地生産性の 向上，すなわち植物 の 光合成能力の 向上以外に

道はない ．

　わが 国の 農業 （水稲）は 1800年代以前 は 2to皿／ha で あっ

た もの が，現在 5　ton／ha の 時代とな っ た．

　 こ れ は 土 地 の 生産限界が 2　ton ／ha で あ る こ と を意味 し，

多くの 技術革新に よっ て 5　ton／ha に 到達 した もの で ， 世界

に 誇 るべ き技術と して先人達の 偉業を忘れる こ とはできな

い ，

　日本の 農業は，ア ジ ア モ ス ーン 地域 の
一
角に 位 置 し発展

して きた．温暖多雨 とい うこ の 風 土 は農業生産 に とっ て好

適 で ある反面，加害生物 の 種類 と数 も他国に類 をみ ない 高

い 密度で棲息して い る．こ の 酷 しい 条件 の なか生産 の 安定

向上に心 血 を注 ぎ構築 した技術展開を顧み る こ と は，農業

技術研究に か か わ る者として大 い に 関心 が もたれる とこ ろ

である．

L　稲作技術 の範囲

　有史以来 ，
つ ま り稲作が定着した 農耕文化 は ， 稲 の 生育

に適 した 立 地条件を求め て展開され て きた．稲栽培に とっ

て 不可 欠 の 絶対条件は水の 確保に あっ た もの と想像 され

る．
一

旦 開田されると耕作者 は安定収穫と増収を指向して

努力が払われ た．しか し稲作栽培 に 必要 な、ヒ壌．水稲生理 ，

防疫，気象な どの 知識をもた なか っ た 旧時代は，自然に任

せるより方法 が な く，神仏祈願 と諦観の 中で 行われ て きた．

この ような 食糧確保の 不安定は 必然的に 人 口 の 抑止力と し

て働い て い た．

　時代の 変化 は文明 を生み，科学的解明手法 を作 り出 し，

稲作技術 の 展開に反映 され る に 至 っ た．その 結果は 水稲収

量が明治時代以前に は 10a当 り200kg 以下 で あ っ た もの

が，大正 時代 中期 に は 280kg
， 昭和 25年に は 330　kg そ して

昭和 40年代に は 500kg に達するに至 っ た．こ の 間 ， 水稲栽

培 の 技術展開 に 取 り組 ん だ 範囲は 次 の 通 りである．

　
・
栽培管理 ：水利事業， 育苗， 耐寒，施肥，機械化 ， 省

　　　　　　 力化

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Pesticide Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Pestioide 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

Journal　of　Pesticide　Science　24 （3）August　1999 309

表 1 わが国の 平均反収の 推移

　　　　（単位 ：石，1石 は 150kg）

た も同然の 成果を挙げた こ とに な る．

年　　代 西暦 年代　　反　収
II．農業技術の 時代的変遷

天 平 14〜延 暦 4　　 742〜 785

鎌倉時代　　　　　119且〜1333

天文 22　　　　　 1553

文禄期　　　　　　1592〜1596

慶長 3　　　　　 1598

貞 享期　　　　　　1684 〜1688

元 禄 1　　　　　 1688

享 保〜延 亨　　　　　1716〜1747

天保 7　　　　　　 1836

明治 11〜20　　　 1878− 1887

明治 21〜30　　　　　1888〜1897

明治 41〜大正 6　　1908〜1917

0．67LO81

．ool
．181
．181
．30L281

．28L28L241

．391
．76

（嵐 ：1975 より作成）

　 ・
品種改良 ：耐病害虫， 耐寒性 ， 増収，耐倒性，食味

　 ・作物保護 ：耐病害，耐害虫，雑草防除

　 ・
作物生理 ：草型 ， 耐寒、 根草分布，耐病害虫 ， 耐倒伏

　　　　　　　性，遺伝子工 学

　こ れ らの 事業は 明 治以降， 国策として
一
斉に取 り組 まれ ，

農業試験場， 大学農学部，農業高校，農業改良普及所 の 設

置 ，
さ らに は篤農家の 養成等を通 じて農業技術の 革新と推

進が 計られ た．一
つ の 産業に こ れ だ け 多くの 研究投資 と人

材養成が行わ れ て きた事例は世界的 に も類例が ない で あろ

う．

　農業分野に こ れ だ けの 投資を行 うに至 っ た背景に は ， 食

の 安全確保以外 に
， 自然環 境 の 保護 と Human 　relation の 醸

成に狙い が あっ た ように 思われる．

　水稲の 単収 （〔on ／ha）を年代 の 経過 と照 合した もの が 図 1

で ある．作付面積は 1965 （昭 40）を最高 とし，200 〜300 万

ha の 範囲 に あ るが ，収量は こ の 100年 間 で 1．85　ton／ha か

ら 5．Otonfha と約 3 倍の 増収をみ るに至 っ た．この 間の 技

術展開 は め ざましい もの が あ り，耕地面積 を 3倍 に増や し

　1） 明治以前

　い わ ゆ る江戸時代以前の 農業で，自然従属型 の 農法で，

米 の 収 量も 8世紀頃まで は O．9　ton ／ha，10〜17世紀頃 で 1．6

ton の 平均単収 で あ っ た と さ れ て い る．こ の 時代は完全に

受身の 農法で，災害や病害虫 に 対 して は こ れ を天 災 と して

単に神仏 に頼 る以外に 術 を知ら なか っ た．栽培技術 の 低い

この 時代 は，災害に よる年次変動 ，
地 域変動 も大 きく，収

量 も皆無〜激減 の 範囲 に あっ た もの と想像 され る．

　開闢以来未曾有の 餓死者を出した，元禄，宝暦 ， 天明，

天 保 の 江戸四大飢饉は人 口の 激減を招 き，農 を離れる現象

も少 なくな く，1 千万台の 人 口 に 経過 した の も食糧生産 の

不安定さに あ っ た もの で ある．こ の 時代 の 災害 は 冷害に よ

るもの で，しか も4〜5年続 い た こ とが ダ メ
ー

ジ をさらに 大

きくして い っ た．異常気象に よ る作物 の 生育不良時に は，

きまっ て害虫，病気 の 大発生 を招 き，こ の ダブ ル パ ン チが

傷 口 を大きくした とい え る．

　農民に は こ れ に対応す る術 もな く，唯
一

， 鳥害や雑草害

か ら守る手段 として，深水管理 に よる 防護策つ まり灌漑水

田 の 整備で対応する以外 に 方法がなか っ た．

　2） 明治中期 まで （経験的老農技術 と西欧技術の 輸入と

　　　の交錯）

　こ の 時代 か ら自然現象に対峙 しながら災害克服に取 り組

む技術革新農業の 黎明期 と位置づ け られ る．つ まワ篤農家

に よる経験農法に 西欧 の科学的農法が とり入れられ ， 理論

と実際を地 で行 っ た時代で
， それ らの 技術 は今 日 まで続い

て い る．農林水産省の前身である観農寮農務課が 1875 （明

8）年設置 され，行政面 の 推進 が 図 られ る に 至 っ た．

　 こ の 時期外国人技術者に よる功績はめ ざましく，ケ ル ネ

ル ，フ ェ ス カ （ドイツ ）に よる施肥 理論，農業機械 の 啓蒙

推進は日本農業に新気を注入し， 老農主義者らへ の 影響は

百万ha3

．4

3．O

”

作

付

面

積

10

161

．2

t／ha5

．0454e

　 単

s5 　 収

3．0

邸

知

18

図 1　 水稲 作付面積 と単収の 推移

単収 （ha 当 た Oton） は 各年次 を中心 とす る 5 か年移動平均 （波多野 ， 各年 次作物統計か ら）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Pesticide Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Pestioide 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

310 冂本農薬学会誌　第 24巻　第 3号　平成 H 年 8 月

極 め て大きか っ た とい える．外国人技術者の 中で特筆すべ

き功績 を残 した人に フ ァ ン ・
ド
ーラ ン 〔オ ラン ダ〉が い る，

彼 は水利技術者と して 1872年 （明 5）に来日 し，福島県の

猪苗代湖 か ら郡山市
一

帯まで の 疎水付設工 事 に 携 さわ る．
つ ま り高位置の 水源 か ら僅 かずつ レ ベ ル を下げ 80km に

及 ぶ 水 の 流れ を設計す るもの で，その レ ベ ル 計測 に は 冬 の

夜空の 星 の位置か ら算出され ，
5 年の 歳月を費や し，さ ら に

20年 の 河 川」1事 の も と完成 し た．い わ ゆ る安積疎水 で あ

る．こ れ に よ っ て安積平野は福 島県最大の 穀倉地帯と な り，

こ の 技術 は の ち に 各地域 の 疎水付 設 の 原 動力 とな っ た．欧

米か ら指導をうけ た農業技術 の 中 で ， わが 国 で採用定着し

た技術は， ドイツ ，オ ラン ダに 限られ た 点 は興味深 い ．

　 1882年 （明 15）日本入に よる画期的な科学的農業技術の

創成がある．それは福岡県の 農学校 の
一
教師で あ っ た横井

時敬 に よる水稲 の 塩 水 選 種 法 で ある．良質の 種 子の 選定は

作柄を決定づ ける重要な作業 で あっ たが，適切 な方法が な

か っ た。横井 は 食塩水 の 高比 重 液 で 選別す る 方法 を考案 し，

こ れ を全国に普及 した．こ の 方法 の 優れ て い る点は，不稔

籾の 除去以外 に ，
い もち病羅病種チが 取 り除か れ る点 で，

その 優れた 着想は諸外国 か らも高い 評価をうけ，わ が 国の

科学的農業技術 の 第 1号と L て 雁史に 刻まれ る 金字塔 を た

て，1世 紀 以 上 に わ た っ て 根 づ い て きた最長不倒 の 技術 で

ある．こ れを記念 して福岡県農業総合試験場内には記念碑

（写真参 照）が 建 て られ て い る．

　こ の ほか 中井太
一

郎 に よ る 回転式除草機 （太一
車）， 林

遠里 に よる育苗法 「寒水浸土 囲法」な どの 考案 が 行 わ れ，

科学農法の 幕明けが 始 っ た，

写真　横井時敬の 功績 を記念 して建 て られ た 記念碑

　　　〔重松昭 二 氏提 供）

　 3）　明治後期まで （1890〜1910）

　 こ の時期は 国として も積極的な技術推進 の 気運 も高ま

り、
1893年 （明 26）わが 国初 の 農業技術研究所が西 ヶ 原と

全国 6 支場に設置され，主 と して 品種改良，耐冷対策，耐

多肥品種 ， 耐病害虫 に 取 り組 まれ た．もちろ ん県段階 ， 篤

農家の 研 究活動 も
一層活発化す る に至 っ た．

　 その 中で 特記 され る技術は
， 加藤茂苞 に よ る イネの 人工

交配確立 の 仕事で あ る．それまで の 選抜育種 に対 して 交配

育種 に よ っ て 新品種 を育成した わ が 国最初の 人 で あ る．そ

れ は メ ン デル の 法則 が 再発見され た 4 年後 の 1904年の こ

とで ，わが国の 先進性 が うか が える．短桿多収 の 農林 1号

の 創製が あり，こ れ に よ っ て多肥集約技術が 生 れ，食糧 の

安定増産 へ と移行する基盤 とな っ た．

　 この時代 の 名著 稲作要綱 （安藤広太郎 ，
［903）， また，わ

が 国は もとよ り世界で 初 め て 出版 さ れ た雑草 に 関す る著述

雑草学 （半沢　洵，1910）は，い まもなお新鮮 さ を与えて

い る．

　4） 大正〜昭 和中期 （1920〜1945）

　 こ の 時期 は多肥 ， 集約農業の 胎動 をは じめ，農民の 創意

工夫 を促す米作 H 本 一・
の 啓蒙に より， 多収穫 へ の 挑戦が行

わ れ た．しか し稲栽培上 の 最大の ネ ッ クは生育初期 の 冷害

対策 で あ っ た．つ まり冷害に は必ず立枯病が 併発 し，こ れ

に よ る ダ メ
ー

ジ が 決定的減収要因 と な っ て い た．1931年

（昭和 6）の 大冷害は水稲作に壊滅的打撃 を加え ， こ の 悲惨

な状況 を宮沢賢治は
“

雨 に も負けず
”

に詠 ん で い る．こ の

対策 と して 寺尾　博 （1934 ：昭 9）は早苗植 と箱育苗 の 有効

性 を提唱 して い る が，当時その 普及 をみ る こ と は なか っ た．

今 日の 箱育苗 の 元祖で ある，

　1942 年 （昭 17）長野県 の
一

農民萩原豊次は 苗代を油紙 で

被え方法を創案 し，こ れ に よっ て 軽井沢 地 域の 冷害回避が

図 られ た．こ の 技術は 近藤頼巳 （東京農 ⊥ 大教授）に 多大

の 感動を与え，以後同氏 の 研究 の 核 と な っ た．

　 の ちに こ の 方法 は保温折衷苗代とよばれ，全国に 波及し

て い くが，この 方法こ そ
一

農民の 創意 工 夫 に より日本農業

を冷害 か ら救 う技術 と して ， わ が 国の 科学的農業技術 の 第

2号 と して ， 塩水選種法 に 匹敵する功績 で あ る．

　 こ の ほ か，田中正助 に よる分施 肥理 論，塩 入 松三 郎の 脱

窒現象や秋落 ちの 解明 な ど新しい 技術 が 陸続 と登場する に

至 っ た．

　5） 戦後 の 展開 （1950〜）

　こ の 時期の課題 は，増収 と省力技術 の 統合 で あ り，さ ら

に植物保護技術 の 確立 で あ っ た．

　稲作の 光合成を高め る た め に 葉面 の 受 光量 を増 や すv

字理論稲作 （松島省三 ）は 多肥，密植，耐倒伏 性 が 進 め ら

れる中 ， 大 い に感動を与える技術 として普及 された．

　1945〜1960年 （昭 20〜35）代 の 食糧不 足 は 官民
一

体 と

な っ て 増産 の 研究 に 没頭 し， 育種，農業土木， 植物保護 の
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分野 で躍進をみ るこ とに なる．

　 こ の ような背景 の 中で興味あ る こ と は ， 多肥を可能 と し

た短桿性 品種 の 耐倒伏性 の 登場で ある．こ れ は施肥量の増

加 を可能に した以外 に，台風の 襲来 に 悩 む 西南暖地 の 稲作

に安定増収の光を与える もの で あ っ た．

　1965 年 （昭 45）以降の 食糧 自給 の 達成後も，こ れ ら の 研

究は 益 々 加速を加え基礎研究と実用化研 究の 充実が行われ

て きた，

　この 時期 の 最大の 革新技術は ， 有機合成化合物に よ る殺

虫剤， 殺菌剤，除草剤の 創製である．こ れら農薬の 功罪問

題 の 派 生 が あ る に して も，稲作農家の 積年 の 願望 を解決 し

た 功績は不動 の もの で あ り，近代農業へ の 脱皮を図る原動

力 とな っ た こ と に は 異論 の 余地 は な く， わが 国 の 農業技術

創製の 第3 号の 功績と して位置づ けられる。

　こ こ 20年来 の 農業技術 は食糧充足を反映 して ， うまい 米

へ の 転換が 計られ，北陸
・東北に 限られ て い た良質米の 生

産が，北海道か ら九州 に 至 るまで 栽培 を可能に した．こ の

背景に は こ れ ま で蓄積 さ れ た 自然を克服する技術の 応用 と

加害生物 か ら守る保護技術 い わゆ る農薬 の 開発 に あるこ と

は 明 白で あ る．

　一方，省力技術 の 革新も見逃がすこ とはで きない ．基盤

整備 と機械化 が それで ある．しか し効率化 を追求するあま

り， 自然生態系の ひずみ ， 農業従事者の 経済的負担 とい う

課題 を残 した こ とも事実 で ある．見方をかえれば ，

一
般社

会 と農業社 会の 格差 と い うよ り も，経 営規模の 違い か ら く

る農家間の 経済格差とい う問題 の 発生で ある．

　6） 農業技術 （水 稲）の 変遷の ま とめ

　つ い 100 年前まで は 200　kg／10a に 充 た なか っ た 水稲収

量 が，現在 500kg に達 して い る．こ の 25 倍 を達成するた

め に費や さ れた 経費とエ ネル ギーは計り知れ ない もの が あ

る．その 間に創意考案された技術 の 峰々 は数 多く存在す る

が ， その 中で農家に とっ て最大 の 福音とな っ た革新技術 は，

塩水選種法 ， 保温折衷苗代，そして有機合成農薬で あろ う．
一

つ の 産業の 技術開発に国と して こ れ だ け時間と資金を投

資 した事例 は世 界的 に類例が な い で あろ う．こ れ に は農家

白身の 向上〜革新意欲に支えられ た こ とは い うまで もな

い ．

　稲作栽培 に お け る課題は，水利一冷害対策
一
加害生物排除

一

増収
一
省力化

一
良質食味 で あ っ た が，見事に解決をみ た．

　 こ の 歴史的な技術改革の 流 れ を み る と，

　　個人の 着想 （現場，経験的）

　　　　 ↓

　　集団発想 （室内研 究の 現場 で の 立 証）

　　　　 ↓

　　個人発想 と集団推進の 融合

　 こ の よ うに して新技術 誕生 の ス ピ
ー

ド化 が 図 られ て き

た．農業 と い う不安定環境下 で 営 まれ る産業は ， 現場か ら

離れ て は革新技術が 誕生 しない こ とを歴史的に 証明してい

る．

田 ．作物保護分野 の経緯と課題

　人類 が作物 を造 り出し， 生 きる糧 を作物 に 求めて以来 こ

れ を加害する病気，害虫，雑草の 回避策が最大の 課題 で あ

り， 時に は 不可抗力の 天災 として 諦 め る より方法 が な か っ

た．見方をか えれ ば加害生物か らの 回避，防護策が有史以

米の 農業の 苦悩 の 歴史で あ っ た もの と思 わ れる，

　水稲の 品種改良，育種も耐病害虫品種 の創作分野が その

大半を占め て い た．しか しこ の 手法 で 作物保護が 解決さ れ

る こ とは なか っ た．それ は作物の体質改善を図っ た と して

も，それは 人間が 満足する
一

過的な現象で あ っ て，菌や虫

の 順応性は たや す く抵抗性で あ る筈の 作物に加害 で きる 習

性 を有して い るか らで ある．基本的に 自然か ら遊離した 人

為的形質に育て られ た作物は，た とえ耐病虫性 が 賦与され

た としても，それは限 られ た病害虫に対 して の こ とで，何

百 と存在する病害虫すべ て に 抵抗性 をもたせ る こ とは 到底

不可能で ある．何万年 とい う自然淘汰をうけ て 生 き残っ た

雑草 で す ら病 害虫 に 侵 さ れ る こ とは 決 して め ずらし くな

く，作物が 人為的操作で雑草より強 くな る筈だ と考える の

は些か人間の エ ゴ か もしれない ．

　病害虫抵抗性品種 が で きた と して も， 雑草抵抗性作物が

で きるだろうか，こ れはもちろん否であ り，もし雑草 に負

け な い 作物 を作ろ うとすれ ば 草丈 2m 以 Eの 品種 で 対 応

す る以外 に 道はない．つ まり， 草は手 で取 る以外に 方法 が

な か っ た の で あ る．

　 こ れ ら積年 の 希い が 農薬の 登場 に よ O解決 され た 現在，

また新たな問題が取 りざたされて い るが，こ の 農薬に代わ

る有効な手段を何に求め るべ きか．そ の 解答が 出され る ま

で は今 の 体制を続ける以外に道はない ，以下加害生物ご と

の 対応経 緯の 要約 を記載する．
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　 1） 害虫対策

　稲作 で は主要害虫 で あるニ カ メ イ虫とウン カ対策が 主体

で あ り，唯
一

の 手段 と して鯨油，石 油の 水面注油駆除に頼

る方法 が 昭和 20年 まで 続 け られた ．また 水銀灯誘引や天敵

ズ イム シ ア カ タマ コ バ チの放飼な ど も行わ れ た が決定的な

手段 で は なか っ た．戦後 い ち早 く導入された DDT
，
　BHC は

確 か に効果的 で あ っ た が ， さ らに速効性を加えたパ ラ チオ

ン 剤が 登 場し た．こ れ らは 食糧増産 の 緊急性 を解決す る に

は有効 で あ っ た が ， 残留性 ， 急性毒性の問題か ら昭和 30年

代に は 低毒性殺虫剤の 開発に伴 い 姿を消 して い っ た．その

後 多くの 有機 リン 剤が 登場 した が ， そ の 欠点 は 虫 が容易に

抵抗性を獲得する こ とであっ た．同 じ頃 カーバ メー
ト系 の

有効な剤 が 開発 され る に より，
メ イガ や ツマ グロ ヨ コ バ イ，

ウ ン カの 密度が 次第に低下 して い っ た （図 3）．

　近年 ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド系の 開発 に よ り，環境問題 ，毒

性問題の 緩和 が 図 られ た．また，生合理的防除法 として ，

不妊剤 脱皮阻害 （幼若 ホ ル モ ン ）な どの 制御剤 も登場 し，

多角度か らの 対策が と られ，防除 シ ス テム が 作られて きた．

　 こ の ように 防除効果を高め た 陰 に は ， 害虫 の 発生 f’察と

昆虫生態学の 発展を忘れ るこ とはできない ．さらに害虫 の

越冬場所，媒体空間をタ
ーゲ ッ トとした空中散布 もこ れ ら

害虫の 密度低 下 に 大 き く寄与して きた．

　稲作害虫は メ イ虫，ウン カ，ヨ コ バ イに と ど まる もの で

な く，イ ネ ミズ ゾウ ム シ，ス ク ミ リ ン ゴ カ イとい っ た 新 た

な侵入種 の 対
．
策 に 追われる こ とに な っ た．

　害虫対策の 流れ は 自然生態系 の 保全 とい う観点か ら，従

来の 防除か ら総合管理 （IPM ：］ntegrated 　Pest　Management ）

の 方向に 強 くシ フ トして きて い る．

　 2｝ 病害対策

　水稲 の 最大病害は い もち病 （稲熱病）で，こ の 病気の 発

生兆候 が あ る と
， 農家は絶望 の 思 い で只 々 神仏へ の 祈願に

頼 る しか術が なか っ た．栽培方法が変る に つ れ て 紋枯病，

白葉枯，縞葉枯，萎縮病，苗立枯病 などが 発生す る ように

な っ た が ，
い もち病の 被害の大きさ に比 べ れ ば その 程度は

問題 に な ら な か っ た．

　い もち病対策 として は 抵抗性品種 の 選抜 ， 育種 に最大の

努力が 払われた が，目的を完成す るに は 至 ちなか っ た，1900

年 （明 33）に は ボ ル ド
ー液の 効果が 認め られ，薬剤防除 の

第 1号として 全国に普及する に 至 っ た．昭和 24 年 に は 種子

消毒用の 有機水銀剤 と石灰混合剤の 卓効性 が 認め られ，昭

和 30年に は ボ ル ド
ー

液に代 っ て登場するこ とに なる．こ れ

は セ レ サ ン 石灰 として また た くまに全国に普及した．しか

し、水俣病をき っ か け に水銀 の 残留 が 問題 とな り，昭和 43

年に は使 用 中止 とな っ た．こ の 間抗 生 物質 ブ ラ ス トサ イ ジ

ン S （昭和 37年）をは じめ，1BP，フ サ ライ ド，イ ソ プ ロ

チオ ラン
，

プ ロ ペ ナ ゾー
ル とい っ た作用 性 の 異 な る い もち

病薬剤が 開発 され，水銀剤 に代 る薬剤 が 登場 して きた．こ

れらの 剤 の なかに は耐性 い もち菌の 出現 と い う新た な問題

を提起するもの もあ っ た．

　田植 の 早期化に よる紋枯病，箱育苗普及 に よる立枯病な

ども的確な薬剤開発 に よ り対応策が 確立 され て きた．

　ウイル ス病は 明 治以降部分的発生 は み られ て い た が，昭

和 30年 以 降爆発的まん 延 をみ るに 至 っ た ．こ れらは害虫を

ベ クタ
ー

とする こ とが判明 し， た とえば ツマ グロ ヨ コ バ イ

に よる萎縮病，ヒ メ トビ ウ ン カ に よる縞葉枯病などが それ

で ， 殺虫殺菌混合剤 が 登場 し， 水 田周辺 をも対象とする 空

中散布が卓効 を示 した．縞葉枯病 に つ い て は 外国稲 Mod −

ern の 抵抗性 を導入 した 抵抗性品種が 育成さ れ，奨励品種

として急速に栽培面積を増や してきた．

　近年 で は 各病気に つ い て発生予察に関する研究も長足 の

発展が み られ，防除面 に大 きく寄与するもの と期待 され て

い る．

　3） 雑草対策

　古来，農業 は雑草 との 戦 い で あ る とい わ れ る通り，雑草

は手で取る もの と諦め られて い た．こ れが 農村疾病 ， 暗 い

農村社会を形作 っ て きた．昭和 24年 2，4−D の 導入をきっ か

けに薬剤除草が 長足 の 進歩をとげ，手取 り除草 の 姿はす っ

か り消えるに 至 っ た．除草労働時間も手取 り除草 で 50 時間

（10a）を要 して い た もの が，1時間以内に 短縮 されるに 至 っ

た （図 4）．

　2，4−D は 水 田 の 広葉雑草防除 に は有効 で あ っ た が，最大

害草ノ ビ エ に 対 しては効果がみ られなか っ た．その 解決を
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図 3　水稲 害 虫 の 延 べ 防 除面積 に 対す る ニ カ メ イ ガお よび ツ マ グ ロ ヨ コ バ イの 延べ 防除面 積の 割合 （岩田 ， 農薬要覧か ら）
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みたの が昭和 30年前半 に 登場 した PCP の 土 壌処 理 で あ

る．こ の 土壌処理方式は雑草 の 発芽抑制剤開発の 原理 とし

て，その 後 の 除草剤開発 の 嚆矢とな っ た．

　PCP は 昭和 40年に は 166万 ha（作付面積 の 60％）で 実用

化 され た．しか し呼吸阻 害 を作用点 とす る PCP は，そ の 普

及が進むに つ れて 魚貝類 の 被害 が 報告 され，低魚毒性除草

剤開発 が 鋭意進 め られ，NIP ，　 DBN ，ベ ン チ オ カ
ーブ

， シ

メ トリン
，
CNP とい っ た除草剤が登場 し，

一
世 を風靡した

PCP も昭和 44 年に は姿を消して い っ た．当時国策 として

の 工 業化指向は，農村労働力の 流出を招 き，その 代替手段

と して の 除草剤 の 登場は農村社会 に と ど まらず ， 日本の 経

済発展 に 陰の 力として 貢献するこ とに な っ た．

　その 後 の除草剤の 発展は め ざましい もの が あ り，化学系

統別 に は ジ フ ェ ニ ル エ
ーテ ル ，カーバ メート，酸ア ミ ド，

トリア ジ ン な どに優れ た 除草剤が 開発され ， スル ポ ニ ル ウ
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図 4　水 稲 作 の 除 草労働 時間 の 推 移 （全 国）儂 林 経 済 局 統

計情報部）

レ ア剤では 5g （10a）以下 で有効なもの が 登場した （図 5），

　水 田除草剤 の 剤形も散布作業 が簡易な方向に指向し，水

和剤一粒剤一
フ ロ アブル 剤一ジ ャ ン ボ 粒剤 へ と変化 し， 散布時

間 も 15分／10aに 短縮 されるに至 っ た．散布回数も数種の

混合剤 を も とに，雑草の 発生 に応 じて ， また
， 環境負荷軽

減 を前提 として，初期
一

発剤，中期
一発剤な ど の

一
回処理

が 登場 して きた．

　除草剤が本格的に普及 して か ら 30 年に過ぎな い が ， 総売

上げ額 は農薬 の 1／3 を占め ， 農薬 の
一

角を担 う存在 とな っ

た．

　4） 作物保護剤 （農薬）の 課題

　作物保護剤 （農薬）は 必要だ か ら存在す る もの で ， 栽培

管理技術 の 中で他 に加害生物 か らの 回避策 が あれば，即刻

そ の 手段 に委ね るべ きで あ るが，残念なが ら そ の 方策 が 見

い 出されて い ない ．農薬は作物 を護 る
一

手段 であっ て，使

用する こ とが 目的で は ない ．まして加害生物防除以外 へ の

悪影響 の 除去をめざした 新剤開発，使用方法 の 確立 に は関

係者の 更な る努力を期待 した い ．

　作物 の 健全育成 の た め の 薬剤 の 課 題 に つ い て 記して み た

い ．

　  正 常発育 と増収

　作物育成 の 目的が 恒常的正常発育 に ある訳で ， 作物保健

剤，光合成能力開発剤，耐環境ス トレ ス 剤 の 需要 が高まる

もの と思われ る．

　  保護分野

　農薬に関わ る領域 で あ る が ，
こ れか らの 方向 として は凡

そ次の ように考えられ る，

　 ・病害虫抵抗品種 の 育成

　 ・Hard （殺滅）か ら Soft（調節，制御）防除へ

　 ・発生予察 と抵抗種 （レー
ス ）の 早期 予測 の 確立

　 ・省資源， 天然物由来の 資材活用

1000

m

使

用

量

％

10

1955 196s 1” 5 19邸

チル

19％

　 　 　 年　 次

図 5 水田 除草剤の 使用量の 推移
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　 ・バ イオ ラ シ ョ ナル （生合理 的〉制御剤 の 開発

　 ・要防除水準の 設定

　 ・全個体 の 制御 か ら器 官別 （根，茎，葉，花）制御剤 の

　　検索

　
・
特定タ

ーゲ ッ ト酵素 の 制御

　 ・総合防除 （新種，生態，薬剤の 複合技術）

　
・
環境 ， 生態系へ の 高度配慮

　 ・バ イ テ クに よ る耐 除草剤 作物 の 創出

　  　社会面

　農薬 に関するマ ス コ ミの ミス リー ド，偏見報道に 対 し，

作物保護分野 の 専門家に よる矯正活動 の 展開 は 益 々 重要度

を増す で あろう，さらに国際的観点か らは t 高度に蓄積さ

れ た 防除技術 を開発途上国 の 食糧生産 に役立 て る こ とは ，

ア ジ ア地域 の 生活の 安定に繋が り，こ れまで の わ が 国の 経

済援助 か ら， 食糧保全 の 技術援助 を通 じて国際貢献を全 う

す る こ とが急務 で あ る．
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